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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、プロテインキナーゼAの調節サブユニットに結合し、アクチン細胞骨格に局在することが知られています。コードされるタンパク質はcAMPによって伝達されるシグナルを媒介し、特定のシグナル伝達過程における極性形成に関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2011年3月],注意:Met-1とMet-3のどちらがイニシエーターであるかは不明です。,機能:タンパク質キナーゼAの調節サブユニット（RII）に結合します。シグナル伝達系における極性の確立、またはPKA-RIIアイソフォームと下流エフェクターの統合に関与し、cAMPによって運ばれる拡散した細胞内シグナルを捕捉、増幅、集束させる可能性があります。,その他:天然のAKAP2-PALM2キメラタンパク質として、異なる発現を示す可能性があります。,類似性:パラレミンファミリーに属します。,組織特異性:乳児の心臓、筋肉、線維芽細胞で発現します。,
	研究分野
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	AKAP2抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

